


ムーブメントづくり 
 

自分ごと化、行動化、可視化 



ターゲットを明確化し、	


価値転換となる日常の 「欲求行動」 を「共感ポイント」 として追求	


　　　　　　　　環境にやさしいから○○をするのではなく、	


　　　　　　　　　　　　「ラク」 「カッコイイ」、、、だから○○をしたら、	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果的に環境にもやさしかった	


大切なのは個人の価値転換	
  

お　得	
ラ　ク	
 便　利	


共感ポイント	


カッコイイ	
 快　適	
 健　康	




①暮らしの視点での気づきや健全な危機意識を醸成する	


全世界で続く気候変動による異常気象	
  
衣食住に影響する自然資源の問題	


⇒　自分ごと化	


チーム・マイナス６％の「６つアクション」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
  

フォレスト・サポーターズ「４つのアクション」	
  

生物多様性MY行動宣言「５つのアクション」	
  

②暮らしの導線からの具体的なアクションの提示	


⇒　行動化	


③継続するムーブメントのために	


⇒　 可視化	
自分のＣＯ２削減量を知ることで貢献	
  
活動団体や個人宣言の登録数などによる浸透	


「仕組み」を支える「３つのステップ」として整理	




自分の体験を通じて「もっと身近に、生物多様性。」	
  

COP10に向けて「もっと身近に、生物多様性。」を感じてもらうために制作したツール。	
  



目的： 
暮らしと国際条約をつなぐ 

 
環境コミュニケーションの 

国内スペシャリストが集う組織を設立 
 

Green TV Japan 
Think the Earth 

地球サミット2012 Japan 
 
 

自然観察指導員 
環境教育指導者 
自然学校指導者 

動物園、水族館学芸員 
有識者、学識経験者 

COP10後「一般社団法人CEPAジャパン」設立	




生物多様性条約事務局と覚書（MOU）調印	


生物多様性条約事務局から配信された公式声明（コミュニケ）。	


愛知ターゲット達成に向けて「国連生物多様性の10年」活性化のため	
  
国内の普及啓発活動を海外に情報発信	




ESD	
  meets	
  CEPA	
  
「国連生物多様性の10年とCEPA	
  
　　～ESDの視点から〜」をCOP10で開催	
  

CBD事務局、IUCN-­‐CECとアジアと国内の	
  
ESD関係者によるディスカッションで共有	
  
	
  
ESDとCEPAは同義語であり	
  
わたしたち生活者が	
  
自然資源の利用者であり管理者である事を	
  
理解し行動するために	
  
伝え、広め、学び合い、分かち合うもの	
  
	
  

ESD-­‐J「生物多様性しんぶん2011年冬号」より	


Biodiversity	
  &
	
  ESD

	




漠然とした提示で能動性を引き出すのではなく、	
  
行動を提示してわかりやすく選択できる仕組み	
  

MY行動宣言を改善して活きたツールへ、環境省へ提案	


「My行動宣言」を「暮らしの視点」からの５つのアクションで構成する！ 	




「国連生物多様性の10年日本委員会」５つのアクションに！	
  



「生物多様性国家戦略2012-­‐2020」に提言し記載される	


【普及広報と国民的参画（具体的施策）】	
  

UNDB-­‐J	
  において、効果的なCEPA(Communica;on,	
  Educa;on	
  &	
  Public	
  
Awareness)活動を行っていくため、「地球いきもの応援団」、「MY行動
宣言」、「グリーンウェイブ」、各種ツール・アイテム等の把握・評価・開
発・活用(UNDB-­‐J	
  推薦図書等)、広報誌の発行など、さまざまな主体
への働きかけを実施。	


一人ひとりが生物多様性との関わりを自分の生活の中でとらえること
が求められる。例えば、旬のものを「味わう」、自然や生きものに「ふ
れる」、自然の素晴らしさを「伝える」、保全活動に「参加する」、環境
配慮商品を「買う」といった、生物多様性を守るための「MY行動宣言5
つのアクション」(国連生物多様性の10年日本委員会)を日常の暮らし
の中で実行に移していくことが重要。	
  

【市民の役割】	
  



郷土愛で推進される地域の具体的な取組みで理解を深め、	
  
日常の暮らしの中で生物多様性を「自分ごと化」	
  

生物多様性の「主流化」とは、	
  
誰がどのような状態になることなのか？	
  

お墨付きとなった「５つのアクション」で目指すもの	
  

愛知ターゲットの達成	
  
（一人ひとりが「生物多様性」を理解し行動する）	
  

「国連生物多様性の10年」で取り組む	
  
生物多様性の「主流化」	
  

「MY行動宣言５つのアクション」で、	
  
政府、自治体、企業、市民が「気づき」の機会を提供する	
  



「生物多様性アクション大賞」を創設！	
  

11月3日 日比谷コンベンション大ホールで授賞式典を開催！	
  
全国から５つのアクションに基づく素敵な事例が沢山集まる仕組み！	




UNDB-Jで推進する「５つのアク
ション」を判りやすく伝えるため、
親しみやすいイラストの二十四節
気と今日の七十二候をカレンダー
のように配し、そこに全国から集
まるアクション事例を掲載してい
くポータルサイト。 
 
「生物多様性アクション大賞」の
応募フォームなど特設ページを開
設し、最終選考に残った活動を、
「５つのアクション」の事例とし
て掲載するなど充実していきます。 
 

私たちの暮らしに恵みを与え、私たちのいのちを支えてくれて
いる、無数の生きものたちへの感謝の気持ちを込め、私たちも
含めた生きもの同士が共生する持続可能な暮らしを「いきもの
ぐらし」と呼びたい。 

「いきものぐらし」	
  


